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２

④ 十八成浜｜H28.5 月 引き渡し済み

①寄磯
②鮫浦

④十八成

⑤鮎川

③大谷川

小網倉

大原
泊

前網

給分

小渕

⑤ 鮎川浜 ( 寺前 )｜H28.7 月 引き渡し予定

③ 大谷川浜｜H28.6 月 引き渡し済み

② 鮫浦 (2)｜H28 年度 引き渡し予定

① 寄磯浜｜H28 年度 引き渡し予定

　

６
月
末
の
時
点
で
は
、
牡
鹿
地
区
内

の
整
備
戸
数
１
６
０
世
帯
に
対
し
て
、

復
興
公
営
住
宅
の
引
き
渡
し
を
完
了
し

た
世
帯
は
70
世
帯
と
な
り
、
全
体
の
約

43
・
８
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
５
月
に
市
営
十
八
成
浜

復
興
住
宅
、
６
月
に
は
市
営
大
谷
川
浜

復
興
住
宅
に
お
い
て
、
入
居
説
明
会
と

鍵
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
始
め
に
は
、
市
営
鮎
川
寺
前
復

興
住
宅
に
て
入
居
説
明
会
と
鍵
の
引
き

渡
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
鮎
川
浜
（
熊
野

団
地
）
と
小
渕
浜
の
住
宅
が
引
き
渡
さ

れ
、
牡
鹿
地
区
内
の
復
興
公
営
住
宅
の

引
き
渡
し
が
全
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。



３

今
が
旬
︕ 

ホ
ヤ
を
味
わ
お
う

　

６
月
12
日
、
寄
磯
浜
に
て
「
金
華
ほ

や
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
産

４
年
子
ホ
ヤ
の
格
安
販
売
が
あ
り
、
寄

磯
小
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
の
披
露
で

は
、会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
が
再
開
さ
れ
た
２
０
１
４
年

に
復
興
支
援
へ
の
感
謝
を
込
め
て
開
催

さ
れ
、
今
年
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

震
災
後
は
風
評
被
害
に
よ
っ
て
韓
国

へ
輸
出
が
で
き
ず
、
ホ
ヤ
の
出
荷
に
深

刻
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
漁
協
職
員

は
、
祭
り
を
通
し
て
広
く
ホ
ヤ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
に
繋
げ
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
ド
イ
ツ
在
住
の
物
理
学

教
授
・
齋
藤
武
彦
先
生
に
よ
る
「
宇
宙
」

の
特
別
授
業
が
、
鮎
川
小
、
牡
鹿
中
、

荻
浜
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
先
生

は
、
２
０
１
２
年
か
ら
東
北
沿
岸
地
域

を
中
心
に
小
・
中
学
校
な
ど
で
科
学
の

特
別
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
授
業
で
は
、
宇
宙
誕
生

の
話
や
四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
の
話
、
ジ
ャ

ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
飛
行
機
の
40
倍
の
速
さ

で
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
宇
宙
へ
行
け

る
と
い
う
話
な
ど
、
科
学
の
専
門
的
な

研
究
や
知
識
を
、
子
供
た
ち
に
も
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

い
ざ
、
科
学
の
世
界
へ
！

笑
顔
あ
ふ
れ
る

　
　
　 

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

　

６
月
23
日
、
牡
鹿
地
区
内
で
一
人
暮

ら
し
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
の
方
々
が
楽

め
る
「
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」
が
、
石
巻

市
社
会
福
祉
協
議
会
牡
鹿
支
所
の
主
催

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
地
域

の
新
た
な
見
守
り
体
制
を
築
い
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

頭
と
体
を
使
っ
た
体
操
や
三
味
線
演

奏
の
余
興
の
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
と
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
愛

情
を
込
め
て
作
っ
た
色
鮮
や
か
な
弁
当

を
堪
能
し
ま
し
た
。
会
食
中
の
網
地
島

「
ち
ど
り
会
」
に
よ
る
舞
踊
で
は
笑
い
声

と
拍
手
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

津
波
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ

　

６
月
24
日
、
鮎
川
小
と
地
域
住
民
の

合
同
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
が
鮎
川
港
付
近
で
遊
ん
で

い
る
時
に
大
地
震
が
発
生
し
、そ
の
後
、

津
波
が
来
る
こ
と
を
想
定
し
て
避
難
す

る
訓
練
で
す
。
高
学
年
が
低
学
年
や
地

域
の
人
達
を
助
け
な
が
ら
、
高
台
の
鮎

川
集
会
所
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
集
会
所
前
に
建
つ
津
波

到
来
を
伝
え
る
石
碑
に
つ
い
て
、
５
・

６
年
生
が
調
べ
た
内
容
を
発
表
し
、

１
人
で
も
多
く
の
人
に
石
碑
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

活気あふれるソーラン節（寄磯小）

石碑「地震が来たら津波の用心」の前で

宇宙の話に聞き入る 5・6年生（鮎川小）

大勢が集まり にぎやかな会場



４

　ソ ニ ー 仙 台 FC の
コーチを迎え、牡鹿地
区保育所のサッカー教
室が開かれました。
　ドリブルやシュート
の練習後、子供たちと
コーチで勝負！結果は引き分けでしたが、みんなで力
いっぱいサッカーを楽しみました。

14 日
（火）

サッカー教室
牡鹿地区保育所・ソニー仙台 FC

★ソニー仙台 FCのホーム試合が石巻であります。
 10/22( 土 ) 13：00 ～ 石巻フットボール場 

５日
（日）

　ご祈祷の後、太鼓
と笛の軽快な音色に
乗せて、獅子振りが
行われました。
　獅子の勢いに圧倒
され、泣いてしまう
小さい子も…。獅子は集まった全員の頭や体を順々
に噛みつき、無病息災を願いました。

 二渡神社お祭り
大谷川浜

　ヤマボウシが咲く
庭を会場に、牡鹿地
区の各浜から 50 名
近く集まりました。
　人形劇を見たり、
特製豚汁や表浜地域
の伝統食「しんこ餅」が振る舞われました。おしゃ
べりにも花が咲き、和やかな時間となりました。

10 日
（金） 寄らいん牡鹿

 やまぼうし お茶っこ会

　牡鹿稲井商工会青年
部をはじめ、地域の
方々にご協力いただ
き、牡鹿館前に可愛ら
しい花々を植えたプラ
ンターが並びました。

素敵な小道ができました

　今月の企画展示は引き
続き、趣味のグループ展
「おしかアートフェス」
を行っています。企画展
のために制作された見事
な書道や川柳、絵手紙な
どを展示しています。 企画展示の一部

５日
（日）

　サン・ファン館隣接
の宿泊施設サンファン
ビレッジ内の広場で、
「おしかの学校植樹祭」
が行われました。
　カブトムシのいる森
を作ろうと地元の小学
生が多く集まり、300 本近い広葉樹を植えました。

おしかの学校・森の防潮堤協会
みんなの夢を 大きな森に！

網地白浜海水浴場　海開き
 【日付】 7/15( 金 ) ｜ 開設期間：7/16 ～ 8/21
 【時間】 9:00 ～ 15:30（シャワー・脱衣所あり）
 【場所】 石巻市網地浜網地

金華山黄金山神社　龍神祭（蛇踊り奉納）
 【日付】 7/30( 土 )・31( 日 )
 【時間】 両日 11:00 ～ / 13:00 ～
 【場所】 石巻市鮎川浜金華山

牡鹿鯨まつり
 【日時】 8/28( 日 )　10:00 ～ 15:30 頃
 【場所】 牡鹿総合支所前（旧公民館跡地）

　６月は、取材を通し
て様々な昼食会にお邪
魔させていただきまし
た。浜や島のお母さん
方の明るさやパワフル
さに圧倒されながら、
半島や島の伝統文化を心から楽しんで学ぶ日々です。

網地島・お茶会でのひとコマ
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